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別 ･偏見 ･排除 ･攻撃という未熟な衝動的行動
といえよう｡
一方精神の病に対しては,壁の向こう鍵の向
こうに隔離 ･排除した方法から,デイケア,共
同住居,共同作業所,アパート退院12)など,
地域で生活するいろいろな試みがなされてい
る｡それらは大きな努力の結果ではあるが,や
っと病者同士が町の中にまざれて,ある意味で
はひっそりと病者同士が共に棲んでいるのであ
り,未分化な状況を含んでいる｡まだ町の人と
病者とは,受け入れる老受け入れられる者とい
う関係にあり,決して主体的に触れあいお互い
に受け入れるまでには至っていない｡
一度は町の中から私たちの心の中から,未分
化なまま分離した私たち自身の ｢ひろっさん｣
や ｢ノブ｣と,もう一度 ｢ふれあう｣生き方を
見つけなければならない｡｢ひろっさん｣や ｢ノ
ブ｣と共に過ごした時代に比べ,家族単位や生
活様式などに大きな変化はあるが,日々の生活
世界で共に生きることを考えるときには,物作
りの中で ｢選 り分け｣ながら走り続けた生活の
速度を少し緩やかにし,肌を通してお互いが伝
わる ｢ふれあう｣距離で,ものごとをとらえて
いかなければならない｡そのためにも,自分の
家族に始まり,隣近所,友人,そして自分の住
んでいる町の範囲で,まずふれあって生きるこ
とを考えていくことが大切である｡
そうして,私たちほこの国の,この文化の,
この町の風土の中で,共に生活していく努力を
もう一度始めなければならない｡それはこの国
が豊かな文化を持つ国として成熟するために,
避けては通れない第一歩である｡また,私たち
自身が成熟自立するためにも避けてはならない
ことでもある｡
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